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令和２年８月１８日 

公益財団法人 大和文華館 

 

 

 

鏡をめぐる美術とその魅力に迫ります 

「鏡中之美
き ょ う ち ゅ う の び

―鏡が映しだすもの」を開催します 

～東アジアの鏡や絵画に描かれた鏡、鏡を納める漆箱など約 80 件を展示します～ 
 

 近鉄グループの文化事業である大和文華館では、8月２1 日（金）から 10月 4日（日）まで、「鏡中之

美―鏡が映しだすもの」を開催いたします。 

鏡に映し出される姿は真実か幻か…。光を反射し、ものを映す鏡は、古来、人々にとって不思議な力を持

つ存在であり、鏡は姿見としての役割（日常具）のほか様々な場で用いられてきました。鏡は光を放つとも

考えられ、真実の姿を映し出す魔力を持つとされて、辟邪や護法の道具として用いられました。日本におい

て鏡は神の依り代ともなり、鏡に神仏の姿が見いだされました。一方では、自らの姿を鏡面に映して人生や

男女の恋心を投影することも行われ、文学においても鏡は重要な素材として取り上げられています。 

現在、日常で使用される鏡はガラス製ですが、江戸時代まで金属製（青銅）の鏡が使われていました。日

本には朝鮮半島や中国から鏡が伝来し、古墳時代には中国鏡を模倣した仿製鏡が製作されています。中国で

は戦国から漢時代にかけて金属製の鏡が盛行し、隋から唐時代にかけては形や文様が華やかに展開します。 

鏡の背面には美しい文様があらわされ、時代によって様々な意味や人々の願いを込めて飾られてきました。

本展覧会では、大和文華館が所蔵する中国・日本・朝鮮半島で作られた鏡や絵画に描かれた鏡、鏡を納める

漆箱など約 80件を展示し、美しい文様で飾られた鏡に映し出された、人々の様々な想いを紐解きます。 

詳細は別紙のとおりです。 

            

重要美術品 銅製貼銀鎏金双鳳狻猊文八稜鏡        重要文化財 日吉曼荼羅図 

中国・唐時代                                 日本・鎌倉時代 
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別紙 

＜展覧会について＞  

１．名称   「鏡中之美
きょうちゅうのび

－鏡が映しだすもの」 

２．会期   令和２年８月 2１日（金）～10 月４日（日） 

       月曜日休館 

（ただし９月 21日・22日（祝）は開館し、９月 23 日（水）が休館） 

３．開館時間 午前１０時～午後５時（入館は午後４時まで） 

４．入館料  一般 6３０円 高校・大学生 4２０円 小学・中学生 無料 

５．主催   大和文華館 

６．出陳品数 約 80件 

        

  主な作品 （◎重要文化財、○重要美術品） 

【第一章 神仏をあらわす鏡】 

方格規矩四神鏡 中国・漢時代 

神人車馬画像鏡 中国・漢時代 

◎常暁請来目録 平安時代後期 

◎日吉曼荼羅図 日本・鎌倉時代 

子守明神 日本・南北朝時代 

六字経曼荼羅図 日本・南北朝 

多武峰曼荼羅図 室町時代 

【第二章 照鏡―かがみにてらす―】 

十王図 日本・南北朝時代 

六道図 中国・元時代 

伊勢物語下絵梵字鏡 日本・鎌倉時代 

【第三章 鏡を飾る―時代をうつす文様―】 

十二支文鏡 中国・隋時代 

○銅製貼銀鎏金双鳳狻猊文八稜鏡 中国・唐時代 

海獣葡萄鏡 中国・唐時代 

伯牙弾琴鏡 中国・唐時代 

花枝文鏡 中国・唐時代 

双魚文鏡 中国・金時代 

銀製毛彫忍冬双鳳文輪花合子 中国・唐時代 

松喰鶴舞蝶文鏡 日本・平安時代 

◎蒔絵籬菊文机 日本・室町時代 

金貝蒔絵鳳凰唐草文鏡巣 鎌倉時代 

 

◆新型コロナウイルス感染拡大防止のため、特別講演、日曜美術講座、列品解説、 

華コンサート、近鉄沿線無料招待デー（9月 16日）は実施いたしません。 

 

以 上 
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参考 

 

新型コロナウイルス感染症予防・拡大防止のために 

 

当館では、新型コロナウイルス感染症予防・拡大防止のため、以下のとおり感染防止対策を講じるとと

もに、ご来館の皆様にも感染拡大の防止に向けたご協力をお願いしております。ご理解・ご協力ください

ますようお願いいたします。 

 

 

【当館の対応】 

〇ミュージアムショップのカウンターは飛沫防止ビニールシートを設置します。 

〇入口に手指消毒用のアルコールを設置します。 

〇お客様対応スタッフは、マスクを着用して対応いたします。 

〇講演会、華コンサートおよび学芸員による列品解説は中止いたします。 

 

【ご来館の皆様へのご協力のお願い】 

〇発熱や風邪の症状のある方は、ご来館をお控えください。 

〇館内では、「マスクの着用」にご協力ください。 

〇館内では、なるべく会話はご遠慮ください。 

〇手指の消毒、手洗いにご協力ください。 

〇他の観覧者との距離を最低１ｍ程度空けて展示をご覧いただきますようご協力ください。 

 

 


